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スポーツや文化芸術、自然体験、民間の各種教室など、市や民間が多様な体験プログラムを用意し、

そのプログラムの参加に利用できるクーポンを配布することで、子どもたちがプログラムを通じて

自分の好きな活動を見つけ、自己肯定感を育みながら成長できる環境を提供するもの。

子どもの体験・学び応援モデル事業について

「子どもの体験・学び応援モデル事業」とは

長野オリンピックでは、「子どもたちの参加」の理念により、

大会の観戦や選手との交流、一校一国運動など、本物の体験を通じて多くのことを学び、

それが子どもの成長や、生き方・考え方にもプラスの影響を生んできたと感じています。

こうした子どもの成長につながる上質な体験や学びの機会を、形を変えて現在において提供することは、

オリンピックを開催した長野市らしい支援の在り方であり、未来に向け「人を育てる」取組を推進します。

そのための取組として、「子どもの体験・学び応援モデル事業」を実施します。
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教育サービス

● 原則として長野市内で開催され、今回配布する

クーポンを利用して参加できるもの

●プログラムの内容は、国の学習指導要領に

示されている内容、又は、心身の成長が

期待される体験であること

●継続的な参加を強制するプログラム内容

でないこと

（例）スキー教室、キャンプ体験、かけっこ教室、体験楽器演奏体験

令和５年11月１日（水）から令和６年１月31日（水）まで

対象サービス（検討中）

事業概要 ＜子どもの体験・学び応援モデル事業＞

対象者 及び配布額

●長野市に居住している小学１年生から中学３年生までの子どもの保護者

クーポン利用期間

体験プログラム

●市の登録を受けた事業者が提供する

主に以下に該当する教育サービス

◇文化・芸術教室

（英会話、音楽、絵画、パソコン教室など）

◇スポーツ教室

（野球、ダンス、水泳教室など）

◇学習塾【中学生のみ対象】

（進学塾、補習塾、家庭教師など）

●子ども一人あたり１万円分の電子クーポンを配布
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効果測定・実証の視点 ＜子どもの体験・学び応援モデル事業＞

効果測定方法 クーポン
利用結果

● 仮ID発行後の正式登録率

● クーポンの利用率

● 学年と利用先のクロス集計

など利用者
アンケート

● クーポン利用先への満足度

● 学校外活動の状況

● 体験による子ども

の変化 など

事業者
アンケート

● 事業に対する満足度

● 今後提供可能なプログラム

● 事業実施による

会員数変化 など

クーポンの利用結果や、利用者・事業者に対して実施するアンケート調査
（利用期間の前後で２回ずつ実施）の結果から効果測定を行う。
※効果測定の想定項目は、右図参照

実証の視点

①クーポン発行

②クーポン利用先の検索

※市や民間が用意する
体験プログラム等

提供事業者⑤クーポン清算

③クーポン利用手続き

④サービス提供
体験参加

事業の流れ

体験・学び
応援事業
事務局
(長野市)

事業者利用者事務局

● 長野市における子どもの学校外活動の参画状況
● 体験プログラムのニーズ把握
● 利用者・事業者双方から見た事業の課題・改善点

実証結果を踏まえて継続的な実施を目指す
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